
【表紙写真】【表紙写真】

　４年ぶりの開催となった「なんぽろ冬まつり　４年ぶりの開催となった「なんぽろ冬まつり‼‼」」

　約 700 名の方にご来場いただき、南幌の冬ならではのお祭　約 700 名の方にご来場いただき、南幌の冬ならではのお祭

りとなりました。※詳細 26Pりとなりました。※詳細 26P ３３
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とと南幌南幌
のの福島福島 「つながり」「つながり」

令和6年3月 11 日で東日本大震災の発生から 13 年目を迎えます。令和 6年 3月 11 日で東日本大震災の発生から 13 年目を迎えます。

平成 23 年に発生した東北地方太平洋沖地震やそれに関連する福島第一原発の事平成 23 年に発生した東北地方太平洋沖地震やそれに関連する福島第一原発の事

故により、たくさんの方々の命と日々の生活が奪われ、今も避難生活を続けてい故により、たくさんの方々の命と日々の生活が奪われ、今も避難生活を続けてい

る方もいます。る方もいます。

平成 23 年から今にいたるまでの間も熊本地震や、北海道胆振東部地震は記憶に平成 23 年から今にいたるまでの間も熊本地震や、北海道胆振東部地震は記憶に

新しく、また今年の１月１日には、能登半島を震源とする巨大地震が発生し、津新しく、また今年の１月１日には、能登半島を震源とする巨大地震が発生し、津

波被害、人的被害が多くみられ、復興に向けて動き出しています。波被害、人的被害が多くみられ、復興に向けて動き出しています。

東日本大震災で被災された福島の子どもたちを東日本大震災で被災された福島の子どもたちを

南幌に招待する「福島の子どもたちを南幌に招南幌に招待する「福島の子どもたちを南幌に招

待する会」は、震災によって普段の生活ができ待する会」は、震災によって普段の生活ができ

なくなってしまった福島の子どもたちに少しでなくなってしまった福島の子どもたちに少しで

も「当たり前の自然」を体験をしてもらいたいも「当たり前の自然」を体験をしてもらいたい

との想いから企画され、平成 25 年から令和元年まとの想いから企画され、平成 25 年から令和元年ま

での７年間、「南幌キャンプ」と題し多くの福島のでの７年間、「南幌キャンプ」と題し多くの福島の

子どもたちが南幌町を訪れ、北海道の夏、南幌町子どもたちが南幌町を訪れ、北海道の夏、南幌町

の夏を体験しました。の夏を体験しました。

福島の子どもたちを南幌に招待する会福島の子どもたちを南幌に招待する会「 」
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「広々とした南幌へ」「当時を振り返って」

　

東
日
本
大
震
災
後
の
２
０
１
２
年
、
３
度

フ
ェ
リ
ー
で
海
を
渡
り
ま
し
た
。
福
島
の
仮

設
住
宅
や
保
育
園
学
童
ク
ラ
ブ
で
の
演
奏
訪

問
の
た
め
で
す
。
車
に
は
南
幌
町
の
じ
ゃ
が

い
も
を
び
っ
し
り
と
積
み
込
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
じ
ゃ
が
い
も
支
援
を
続
け
て
き
た
南
幌

町
民
の
方
が
同
行
し
た
３
回
目
の
福
島
訪
問

の
折
の
こ
と
で
す
。

　

放
射
線
の
影
響
を
心
配
し
て
長
く
外
遊
び

を
自
主
規
制
さ
れ
て
い
た
の
で
、
学
童
ク
ラ

ブ
の
狭
い
ホ
ー
ル
を
走
り
回
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
を
見
ま
し
た
。
そ
の
時
、「
広
々
と
し
た

南
幌
に
連
れ
て
行
っ
て
遊
ば
せ
た
い
」
と
い

う
思
い
が
一
致
し
「
福
島
の
子
ど
も
た
ち
を

南
幌
に
招
待
す
る
活
動
」
が
動
き
出
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
25
年
か
ら
令
和
元
年
ま

で
の
７
年
間
に
わ
た
り
、
福
島
の
子
ど
も
た

ち
が
南
幌
町
を
訪
れ
、
南
幌
の
夏
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
な
ん

ぽ
ろ
キ
ャ
ン
プ
の
中
止
が
決
ま
っ
た
の
は
令

和
２
年
の
４
月
で
し
た
。
三
重
レ
ー
ク
ハ
ウ

ス
に
泊
ま
る
ん
だ
。
夏
を
遊
び
き
る
ぞ
。
と

　

平
成
25
年
に
南
幌
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
家

族
と
一
緒
で
は
な
い
と
い
う
不
安
よ
り
も
、

未
知
の
土
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
い
う
冒

険
の
よ
う
な
感
覚
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

10
年
経
っ
て
い
る
の
で
な
か
な
か
忘
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
部
分
が
多
い
の
で
す
が
、
こ

ん
な
素
敵
な
場
所
が
あ
る
ん
だ
！
と
、
南
幌

町
で
の
日
々
が
輝
い
て
見
え
て
い
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年
が
経
過
し
ま
す

が
、
現
在
は
原
発
の
こ
と
が
良
い
意
味
で
あ

ま
り
気
に
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
多
く
の
子
ど
も
達
が
制

限
の
多
い
生
活
を
強
い
ら
れ
、
人
生
で
一
度

き
り
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
す
ら
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
原
発
事
故
に
よ
る

制
限
を
受
け
て
い
た
私
た
ち
の
世
代
を
思
い

出
さ
せ
る
出
来
事
で
し
た
。

　

私
自
身
は
地
元
へ
の
貢
献
の
気
持
ち
が
大

き
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
の
生
活

上
の
経
験
や
南
幌
町
、
北
海
道
の
様
々
な
地

域
の
方
に
お
世
話
に
な
っ
た
と
い
う
私
の
素

敵
な
思
い
出
、
感
じ
た
こ
と
を
次
の
世
代
の

子
ど
も
達
に
感
じ
て
ほ
し
い
と
考
え
る
よ
う

　

ま
ず
は
令
和
６
年
に
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

植
樹
の
丘
で
お
花
見
を
企
画
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
25
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
毎
年
、
南

幌
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
爽
や
か
な
演
奏
が
花

を
添
え
る
チ
ャ
リ
テ
イ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
や

集
っ
て
バ
ザ
ー
の
開
催
。
キ
ャ
ン
プ
が
始
ま

る
と
、
お
寺
の
カ
レ
ー
夕
食
や
地
元
の
婦
人

部
の
炊
き
出
し
、
お
洗
濯
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、

新
鮮
野
菜
の
差
し
入
れ
、
バ
ス
の
手
配
、
温

泉
の
入
浴
な
ど
、
全
て
の
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
７
年
間
の
キ
ャ
ン
プ
で
、
の

べ
143
名
の
子
ど
も
た
ち
が
南
幌
の
風
に
吹
か

れ
て
三
重
湖
の
夕
陽
を
み
つ
め
て
夏
休
み
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
の
夏
か
ら
南
幌
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
彼
ら

は
青
年
に
な
り
、
一
人
で
、
家
族
と
、
あ
る

い
は
恋
人
と
南
幌
町
を
懐
か
し
い
居
場
所
と

し
て
訪
れ
、
三
重
湖
を
散
策
し
て
リ
バ
ー
サ

イ
ド
パ
ー
ク
植
樹
の
丘
の
彼
ら
の
樹
々
を
眺

め
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
小
さ
な
キ
ャ
ン
プ
に
長
い
間
心
を
寄

せ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

願
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
願
い
は
叶
え
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
中
止
と
決
ま
る
ま
で
毎
日
の
よ
う

に
、「
キ
ャ
ン
プ
あ
る
か
な
ぁ
。」
と
職
員
に
聞

き
に
来
る
子
や
「
小
学
校
最
後
の
夏
だ
っ
た
か

ら
、
本
当
に
残
念
だ
っ
た
。」
と
２
０
２
２
福

島
の
交
流
会
で
語
っ
て
く
れ
た
子
。
様
々
な
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

窓
口
に
な
っ
て
下
さ
っ
て
い
た
学
童
ク
ラ
ブ

か
ら
は
、
ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
と
い
う

言
葉
が
添
え
ら
れ
て
、「
悪
霊
退
散
赤
べ
こ
マ

ス
ク
」
が
届
き
ま
し
た
。
ぐ
っ
と
こ
み
上
げ
て

く
る
気
持
ち
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

キ
ャ
ン
プ
を
開
い
て
か
ら
こ
の
12
年
間
で
Ｏ

Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
初
期
メ
ン
バ
ー
は
大
学
生
や
社
会

人
に
な
っ
て
お
り
、
南
幌
が
大
好
き
だ
と
熱
く

語
る
彼
ら
と
こ
れ
か
ら
も
福
島
と
南
幌
の
地
域

間
交
流
を
続
け
て
い
け
た
ら
と
。
ま
た
育
ち
あ

う
地
域
間
交
流
の
関
係
を
若
い
世
代
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
で
き
た
ら
と
、
願
っ
て
い
ま
す
。

福島の子どもたちを南幌に招待する会

会長　大西　直子氏

服部　さつきさん
ＯＧ初期メンバー

発
足
の
き
っ
か
け

コ
ロ
ナ
禍
で

町
民
の
皆
様
へ

南
幌
で
得
た
つ
な
が
り
を

に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
子
ど
も
に
関
わ
れ
る
職
を
目
指
し

て
、地
元
福
島
の
大
学
に
進
学
し
て
い
ま
す
。

　

南
幌
町
で
得
た
つ
な
が
り
は
、
私
の
人
生

に
と
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
素
晴
ら
し

い
も
の
で
す
。
今
後
も
、
こ
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
を
次
は
私
た
ち
の
世

代
が
作
っ
て
い
け
る
よ
う
に
活
動
で
き
た
ら

い
い
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

桜桜の木～37の想い～

　当時、南幌リバーサイド公園キャンプ場に

桜の木を植樹した５名が、昨年８月に

南幌町を訪れ、37 人分の

ネームプレートを設置しました。

　今も春には桜の花を咲かせています。

当時：小学３年生
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防災防災について考えよう！について考えよう！

●防災対策の基本●防災対策の基本

●自主防災組織の必要性

自　助 住民一人ひとりが自分の命は自分で守る　

共　助 地域住民が連携して町の安全はみんなで守る

公　助 役場や消防、警察等が災害に強い地域の基盤整備を進める

　自助・共助・公助が上手く連携を保つことで、防災対策は効果を発揮することができます。　自助・共助・公助が上手く連携を保つことで、防災対策は効果を発揮することができます。

　災害が大きくなるほど、被災者は増えて、情報は混乱し、道路や橋等のインフラ施設が被害を受けるた　災害が大きくなるほど、被災者は増えて、情報は混乱し、道路や橋等のインフラ施設が被害を受けるた

め、防災機関などは適切で迅速な対応が困難となります。このため、発災直後の人命救助や初期の消火活め、防災機関などは適切で迅速な対応が困難となります。このため、発災直後の人命救助や初期の消火活

動においては、近隣住民の協力が大きな役割を果たすことになります。動においては、近隣住民の協力が大きな役割を果たすことになります。

　自主防災組織は、「自分たちの地域は自分たちで守る」という自覚、連帯感に基づき、自主的に結成する

組織で、災害による被害を予防し、軽減するための活動を行います。

　本町では緑町町内会、西町町内会で設立されています。

　自主防災組織は、平常時には、防災知識の普及、地域の危険箇所の把握や防災訓練の実施など災害に対

する備えを行います。

　また、災害時には、災害情報を収集して住民へ迅速に伝達、初期消火活動や被災者の救出・救助活動を

行うなど、非常に重要な役割を担っています。地域における隣近所の安否確認や、見守り、助け合いなど、

この機会に地域で話し合ってみてはいかがでしょうか。

●実際に地震が発生したら？

◆エレベーターの中にいる場合

◆家の中にいる場合

◆車の中、運転中
　すべての階のボタンを押します。最初に停止した

階で速やかに降りましょう。もし、どの階にも止ま

らずエレベーターの中に閉

じ込められてしまったら、

「非常用呼び出しボタン」を

使い外部との連絡を試みて

ください。

　机やテーブルの下にもぐって転倒しないように脚

をしっかりと握ります。揺れがいったん収まったら、

家の中に閉じ込められてしまわないようにドアを開

けて出口を確保してください。

揺れが続いている間は家具な

どが倒れて怪我をする可能性

があるので、できるだけ動か

ないようにしましょう。

　徐々にスピードを落とし左端に停車しましょう。

慌てて急ブレーキを踏むと、後ろにいる車に衝突さ

れて大きな事故につながるかもしれません。

停車したらエンジンを切り、揺れが収まるまでは車

内で待機します。避難しなけれ

ばならない場合は、ドアのキー

を付けたまま、ロックせずに車

を置いて逃げることで、災害救

助車両が通りやすくなります。

　本町は海や山がないため、地震発生時に津波や

土砂崩れが起きる可能性は、ほとんどありません

が、過去の震災を教訓として、大規模な火災や通

話の集中、通信設備の被災による情報の途絶に備

える必要があります。

　地震発生に備えて、普段から緊急時の対応や家

族との連絡方法について相談しましょう。

●大雨や河川の氾濫による水害に注意！

◆避難する際の注意点

◆ハザードマップを確認

◆職員出前講座を活用しましょう！

　避難する際は、水中で靴が脱げることや転倒を防

ぐため、登山靴や運動靴など、靴底の溝が深い、ブ

ロックパターンが刻まれたひも靴を選びましょう。

また大雨が続いている場合は傘ではなくレインコー

トを上下着用し、防水対策としてリュックにはレイ

ンカバーやゴミ袋をかぶせるか、中の荷物をビニー

ル袋に入れて持ち運びましょう。また、夜間であれ

ば手に持つ LED ライトではなくヘッドライトを着用

しましょう。

　想定される最大規模の降雨

（1000 年に１回程度起こる大

雨）により、千歳川や夕張川

が氾濫した際の浸水が想定さ

れる区域と避難場所を表示しています。

　ハザードマップは町ホームページ

からご覧いただくか、必要な方は役

場総務課にお越しください。

　既に各町内会・行政区や子ども会、カフェサロン

などでも利用されているまちづくり職員出前講座に

て【防災対策について】を学ぶことのできる講座が

あります。

　災害備蓄品の紹介や、避難

所設置、運営体験もできます

ので、町内会などでぜひご検

討ください。

　本町は３つの川に囲まれているため、大雨時に

は河川の氾濫に備える必要があります。

水害発生時は、時間が経過するほど水位が上昇し

移動が困難になりますので、とにかく「素早く行

動を開始」することが何よりも重要です。

水害に備えて、普段から避難先や避難経路、避難

時の注意点などについて、今一度確認しましょう。

総務課総務グループ（☎３７８～２１３１）総務課総務グループ（☎３７８～２１３１）
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人口増加が続いています！人口増加が続いています！

　本町の人口は、平成 10 年をピークに減　本町の人口は、平成 10 年をピークに減

少を続けていましたが、令和４年に 24 年少を続けていましたが、令和４年に 24 年

ぶりの増加に転じ今年１月１日現在の人口ぶりの増加に転じ今年１月１日現在の人口

は、7,785 人で前年比 239 人の増加となっは、7,785 人で前年比 239 人の増加となっ

ています。ています。

　この傾向は、現在も続いており、令和４　この傾向は、現在も続いており、令和４

年５月から 22 か月連続で人口が増加して年５月から 22 か月連続で人口が増加して

います。います。

　平成 30 年から令和５年まで、出生・死亡に大きな変化はありませんが、令和２年から転入が大幅に増加し転　平成 30 年から令和５年まで、出生・死亡に大きな変化はありませんが、令和２年から転入が大幅に増加し転

出は減少傾向となっています。このことから、人口増加の主な要因は転入数の増加であることがわかります。出は減少傾向となっています。このことから、人口増加の主な要因は転入数の増加であることがわかります。

年次
自然増減 社会増減

増減計 世帯数 人口
出生 死亡 自然増減 転入 転出 社会増減

平成 30 年 32 94 △ 62 249 303  △ 52 △ 114 3,450 7,573 

令和元年 28 89 △ 61 248 296 △ 112 △ 173 3,446 7,461 

令和２年 37 91 △ 54 321 278 40 △ 14 3,476 7,447 

令和３年 21 96 △ 75 270 267 ６ △ 69 3,475 7,378 

令和４年 35 100 △ 65 496 496 264 233 168168 3,570 7,5467,546 

令和５年 37 112 △ 75 622622 310 314 239239 3,685 7,785 7,785 

〇平成 10 年以来の増加〇平成 10 年以来の増加

〇「出生・死亡」と「転入・転出」〇「出生・死亡」と「転入・転出」

〇年代別で見る人口増減〇年代別で見る人口増減

※各年次における１月１日時点の状況※各年次における１月１日時点の状況

※各年次は１月１日から 12 月 31 日までの人口動態※各年次は１月１日から 12 月 31 日までの人口動態

※各年次は１月１日時点の状況※各年次は１月１日時点の状況

年代別 平成 30 年 令和５年 増減

0～９0～９ 415 608 193193 

10 ～ 19 578 502 △ 76 

20 ～ 29 572 513 △ 59 

30 ～ 3930 ～ 39 628 819 191191 

40 ～ 49 856 795 △ 61 

50 ～ 59 1,376 1,115 △ 261 

60 ～ 69 1,365 1,400 35 

70 ～ 79 966 1,117 151 

80 ～ 89 666 689 23 

90 ～ 94 148 219 71 

100 ～ 109 ３ ８ ５

合計 7,573 7,785 212

　全国的に少子高齢化による人口減少が進む中、子育て世代の移住を促すための環境整備や札幌市近郊のまち

として知名度向上を図る施策の効果が表れ、子世代である９歳以下、親世代である 30 歳代が増加しています。

　一方で、10 歳代 20 歳代の減少については、就職や進学を機に転出し地元へ戻ってくる人が少ないという課題

があります。

私たちの暮らす南幌町。

人口減少と急速な高齢化が

続いていたをこと踏まえて

「30年後も子ども達といる風景」

を将来のビジョンとして掲げました。

「育てる喜び、育む幸せ　南幌町」

をキャッチフレーズに

南幌らしい豊かな暮らしを一緒に考え、

共に育てるまちづくりを進めていきます。

地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）に係る
大臣表彰を受賞しました

　子ども室内遊戯施設「はれっぱ」の整備事業に関わる企業版ふるさと納税の取り組みが評価され、
2月 13 日（火）に、自見内閣府特命担当大臣（地方創生）より大崎町長へ表彰状が授与されました。
　今回の表彰では「はれっぱ」が子育て環境の充実だけではなく、交流人口の拡大や知名度の向上
など、本町の地域課題の解決に大きく貢献している点が評
価されました。
　表彰式では、大崎町長による事例発表もあり「はれっぱ」
の取り組みを全国へＰＲすることができました。
　「はれっぱ」の整備には、企業版ふるさと納税として 13
社から 2,030 万円の寄附があり、貴重な財源として活用され
ています。

8,155 7,785

7,378

寄附をいただきました
　南幌高等学校同窓会会長、石川康弘様より寄附をい
ただきました。
　この度の寄附は、南幌高等学校が令和５年３月３１
日に閉校したことに伴い、南幌高等学校同窓会につい
ても解散する運びとなったことから、会費の残額を教
育振興に役立てていただきたいとご寄附していただい
たものです。

寄附をいただきました
　町の地域の振興に役立ててほしいと 100 万円の寄附

をされた工藤修二さん（岩見沢市在住）へ南幌町表彰

条例に基づき、１月 25 日（木）に善行表彰として町長

から表彰状と記念品が贈られました。

　この寄付金は、今後の地域振興に役立てるべく大切

に活用させて頂きます。

広 告 広 告 広 告
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　食料品等物価高騰の影響が長期化する中、様々な困難に直面した方々が速やかに生活・暮らしの支援を受
けられるよう、「住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金（７万円）」対象世帯及び「住民税均等割のみ
課税世帯に対する臨時特別給付金」対象世帯の子育て世帯に対して給付金を支給します。

■支給額…18歳以下の児童（平成 17年４月２日以降の出生者）１人につき５万円

■申請期限…３月 18日（月）～５月 31日（金）

■その他…�DV 等避難者、虐待等による児童福祉法等の措置入所者で、現在の居住地（措置先）に住民票を
移していない場合には、条件を満たせば、独立した世帯とみなして現在の居住市町村・施設所在
市町村で支給対象となる場合がありますので、ご相談ください。

■問合せ…保健福祉課福祉障がいグループ（☎３７８～５８８８）
　　　　　　受付時間　平日８時 30分～ 17 時まで

低所得者の子育て世帯に対する加算給付金

支給対象世帯 手続き
①基準日（令和 5年 12 月 1 日）時点で令和
５年度住民税非課税世帯等に対する臨時特
別給付金（７万円）の支給対象世帯※家計
急変世帯は除く

２月 15 日時点で左記給付金を申請済の世帯で世帯主等に変
更がなければ手続きは不要です。申請されていない方は、３
月以降に送付する確認書が届き次第、確認書等をご提出くだ
さい。

②基準日（令和 5年 12 月 1 日）時点で令和
５年度住民税均等割のみ課税世帯に対する
臨時特別給付金支給対象世帯

１月 11 日時点で北海道にて支給した、北海道低所得世帯臨
時特別給付金（住民税均等割のみ課税世帯への給付）の申請
を行い世帯主等に変更がなければ手続きは不要です。申請さ
れていない方は、３月以降に送付する確認書が届き次第、確
認書等をご提出ください。

年　度 令和６年度

特別障害者手当（20 歳以上） 28,840 円

障害児福祉手当（20 歳未満） 15,690 円

令和６年度特別児童扶養手当・特別障害者手当、障害児福祉手当について

　2023 年全国消費者物価指数の上昇（対前年比＋ 3.2％）に伴い、各手当の月額については、以下のとおり
となります。
◆特別児童手当
　�20 歳未満で、精神または身体に一定の障がいがある児童を育てる父母または養育者に支給されます。ただ
し、児童が児童福祉施設に入所している場合などは受給することができません。（所得制限あり）

　※�対象：�身体障害者手帳１級から４級までの一部、療育手帳Ａ判定及びＢ判定の一部、精神障害者保健福
祉手帳１級及び２級の一部に認定されている場合です。（所定の診断書の提出が必要）

◆障害児福祉手当・特別障害者手当
　�在宅で精神または身体に著しく重度の障がいがあり、日常生活において常時特別な介護を必要とする方に
支給されます。（所得制限あり）

◆問合せ…保健福祉課福祉障がいグループ（☎３７８～５８８８）

年　度 令和６年度

特別児童扶養手当
１級 55,350 円

２級 36,860 円

　　　　　移動献血車「ひまわり号」が来町します！　　　　　移動献血車「ひまわり号」が来町します！

　　献血は、輸血を必要とする患者さんのために、健康な人が無償で血液を提供するボラン献血は、輸血を必要とする患者さんのために、健康な人が無償で血液を提供するボラン

ティアです。採血した血液は、血液センターを通じて患者さんのもとへ届けられます。血ティアです。採血した血液は、血液センターを通じて患者さんのもとへ届けられます。血

液は人工的に造ることができません。皆さんのご協力をお願いします。液は人工的に造ることができません。皆さんのご協力をお願いします。

◇◇日　時　日　時　３月４日 (月 )３月４日 (月 )

◇◇場　所　場　所　①�あいくる駐車場…９時 30 分～ 11 時　　　②ＪＡなんぽろ駐車場…11 時 30 分～ 12 時 15 分①�あいくる駐車場…９時 30 分～ 11 時　　　②ＪＡなんぽろ駐車場…11 時 30 分～ 12 時 15 分

　　　　　③役場駐車場…13 時 45 分～ 15 時 30 分　　④南幌養護学校駐車場…16 時 00 分～ 16 時 30 分　　　　　③役場駐車場…13 時 45 分～ 15 時 30 分　　④南幌養護学校駐車場…16 時 00 分～ 16 時 30 分

◇◇問合せ　問合せ　保健福祉課福祉障がいグループ（保健福祉課福祉障がいグループ（☎☎３７８～５８８８）３７８～５８８８）

◆問合せ…

保健福祉課福祉障がいグループ

　　　　　　　（☎３７８～５８８８）

子ども達の見守りを子ども達の見守りを
一緒にしませんか？一緒にしませんか？

「せわずき・せわやき隊」隊員を募集します！

　せわずき・せわやき隊（通称：すきやき隊）は、子育て支援

として、児童生徒の登下校時の見守りや声掛けなど、身近なと

ころで行うボランティア組織です。

　現在、民生委員児童委員や子育てサポーター、老人クラブ会

員のほか、各地域住民の方など、163 名の方に隊員として活動

していただいています。

　これからも継続的な地域の活動を目指して、新規隊員を募集

します。

◆主な活動◆

◇通学路等での見守り

　・�春（毎年４月上旬）及び秋（毎年９月下旬）の交通安全

運動期間における登下校時の見守りや声掛けの実施

　・�道民育児の日（毎月 19 日）における登下校時の見守りや

声掛けの実施

◇日々の日常活動を見守りに向けてもらう運動の推進

　・�登下校時間に合わせた散歩や庭仕事、買い物などの日常

活動時における見守りや声掛けの実施

登録された方には腕章、登録された方には腕章、

隊員記名章、帽子、隊員記名章、帽子、

ベストをお渡しします。ベストをお渡しします。

　食料品等物価高騰の影響が長期化する中、様々な困難に直面した方々が速やかに生活・暮らしの支援を受
けられるよう、住民税均等割のみ課税世帯に対して給付金を支給します。

■支給額…１世帯につき５万円

■申請期限…３月 18日（月）～５月 31日（金）

■その他…①�この給付金は、主に令和 5年度の住民税均等割のみ課税世帯を対象としていることから、収入
がなかったため申告をしていない方等には、速やかに支給できない可能性があります。給付金
の支給を希望する方は、できるだけ早めに役場税務課で簡易申告等をしてください。

　　　　　② �DV 等避難者、虐待等による児童福祉法等の措置入所者で、現在の居住地（措置先）に住民票
を移していない場合には、条件を満たせば、独立した世帯とみなして現在の居住市町村・施設
所在市町村で支給対象となる場合がありますので、ご相談ください。

■問合せ…保健福祉課福祉障がいグループ（☎３７８～５８８８）
　　　　　　受付時間　平日８時 30分～ 17 時まで

住民税均等割のみ課税世帯に対する臨時特別給付金

支給対象世帯 手続き
①基準日（令和 5年 12 月 1 日）時点で世帯員全員が令
和５年度分の市町村民税均等割のみ課税されている世帯
もしくは、市町村民税が非課税である者と均等割のみ課
税されている者のみで構成されている世帯。ただし、世
帯員全員が「市町村民税が課税されている方の扶養親族
等」となっている世帯は対象外です。

１月 11 日時点で北海道にて支給した、北海道低
所得世帯臨時特別給付金（住民税均等割のみ課税
世帯への給付）の申請を行い世帯主等に変更がな
ければ手続きは不要です。上記以外の方は３月以
降に送付する確認書が届き次第、確認書等をご提
出ください。

②上記①の世帯で、未申告者が含まれる世帯
※収入がなかったため申告をしていない方は未申告者
となります。

給付金の支給を希望する場合には、税務課で申告
をした上で「申請書」の他、必要書類を提出して
いただく必要があります。
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南幌町長　

大崎　貞二

「明るく元気に春を迎えよう！」

　少しずつ雪解けが始まり、長かった冬の終わりと春の

訪れを感じる季節となりましたが、町民の皆さん、いか

がお過ごしでしょうか。

 ４年ぶりに開催されたなんぽろ冬まつりには、子どもから大人までたくさんの方にお越し

いただき、雪上パークゴルフや雪だるま落としなど楽しんでいただいたものと思います。ス

ノーモービル試乗やアイスキャンドルの点灯、イベント開催にご協力をいただいた関係者の

皆さんに感謝とお礼を申し上げます。

 ３月となり卒業式や転勤、引っ越しなど、節目となる行事が多く、年度末は忙しい時期と

なりますので、体調には十分気を付けてください。

　寒さも、もう少しの辛抱です。明るく元気に春を迎えたいと思います。

「オール北海道ボール

　　　パーク連携協議会」

　オール北海道ボールパー

ク連携協議会の取組成果や

エスコンフィールドＨＯＫ

ＫＡＩＤＯの状況報告のほ

か意見交換を行いました。

企業版ふるさと納税

　 大臣表彰事例発表」

　企業版ふるさと納税

大臣表彰式において、

自見内閣府特命担当大

臣をはじめ関係者に「は

れっぱ」の取組など事

例発表を行いました。

２月８日（木）

「交通安全施設設置要望」

　道央圏連絡道路の供用

開始後の事故を未然に防

ぐため、栗山警察署長へ

信号機や交差点接近表示

システムの設置要望を行

いました。

２月 15 日（木）

「ＪＡなんぽろ

　　　　女性部大会」

　創立 70 周年を迎えた

ＪＡ女性部の今年度最後

の全体事業「女性部大会」

に出席し、お祝いの言葉

を述べました。

２月９日（金）

２月 13 日（火）

Vol.12Vol.12
町長コラム

大谷選手ありがとう！
　今シーズンからアメリカメジャーリーグ

のロサンゼルス・ドジャースでプレーする

大谷翔平選手から、全国の小学校へ寄贈さ

れた野球グローブが南幌小学校にも届きま

した。

　寄贈されたグローブは、右利き用２つと左利き用１つのセッ

トで、誰もが使えるように配慮されており、子どもたちへ「野

球しようぜ。」などのメッセージが込められた手紙も添えられ

ていました。

　南幌小学校では、１月 19 日（金）、体育

の授業で６年生にお披露目され、キャッチ

ボールを行いました。

　グローブを受け取った児童たちからは歓

声が上がり、みんなでキャッチボールを楽

しみました。

●大谷翔平選手からのメッセージ

この手紙は、このたび私が学校に通う子供たちが野球に興味を持ってもらうために立ち上げたプログラムをご
紹介するためのものです。この 3つの野球グローブは学校への寄付となります。それ以上に私はこのグローブ
が、私たちの次の世代に夢を与え、勇気づけるためのシンボルとなることを望んでいます。それは、野球こそが、
私が充実した人生を送る機会を与えてくれたスポーツだからです。このグローブを学校でお互いに共有し、野
球を楽しんでもらうために、私からのこの個人的なメッセージを学校の生徒たちに伝えていただければ幸いで
す。この機会に、グローブの寄贈をさせていただけることに感謝いたします。貴校の益々のご発展をお祈り申
し上げます。野球しようぜ。

　中央公園はれっぱ横会場で２月４日に開催された、『なんぽろ冬まつり』
に参加させていただきました。４年ぶりの冬まつりなので、南幌に来て約
３年の僕は初めての南幌町での冬のお祭りでした。

　今回、前月号でご紹介した南幌産のヤ
チヤナギを使用したソーセージを初お披
露目として販売することができました。
　「広報を見たよ！」や「美味しかった
よ！」と声をかけてくれた方とも交流が
できました。子どもから大人までたくさ
んの方で賑わう南幌町にテンションが上
がりました♪ありがとうございました！

協 力 隊　　　だ よ り
VOL.15
2 0 2 4

南幌町地域おこし協力隊
南幌町の

魅力発見

町おこし

いいね！やコメントも、お寄せいただけ
たら嬉しいです！

みなさんの口コミ・意見
・相談を

お待ちしております！

https://www.instagram.com/chikioko.nanporo/

Instagram
QRコード

地域おこし協力隊《担当：宮嵜》

　外間隊員と宮㟢で共同で事務所兼カフェを町内に構え
ると以前お伝えしておりましたが、店名が決定しました
ので、お知らせいたします。
　店名は『よんなーよんなー』です！
　外間隊員の出身の沖縄の方言で、「ゆっくりしていって」
や「ゆっくり一歩ずつ」という意味です。いらっしゃっ
たお客様や自分たち自身に対しての想いを込めました！

　南幌町唯一の小松菜農家である『今田農
場』の今田さんが作る小松菜。
　今期の収穫が早くもスタートしたそう
です。今収穫している小松菜は11月に植
えたもので、越冬用ビニールハウスの中で
寒さに負けず、ゆっくり成長したもので
す。冬の間もビニールハウスが雪の重みで
潰れないように、雪を降ろしたり、ハウス
の周りを除雪したりと小松菜栽培は、冬も
関係なし。
　収穫時期を迎えた小松菜を一つ一つ丁
寧に摘み取り、出荷するための袋詰め作業

や箱詰め作業まで行います。この苦労に感謝して、ロスなく美味しく食べたいなとより強く思います。
　昨年、今田さんが栽培した小松菜を使った『小松菜キムチ』は、スポット販売しか出来ていないそ
うで、少しでも多くの方に口にしてもらえるように、レギュラー販売を目指しているそうです！

『なんぽろ冬まつり』ご来場の皆さん、ありがとうございました！

南幌町唯一の小松菜農家『今田農場』で今期の小松菜収穫がスタート

新規店舗の店名が決定！！ちょこっと
お知らせ

▲ヤチヤナギ使用『ヤチソー』▲ (左 ) 宮㟢　（右）外間
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●
元
気
に
育
っ
て
（
敬
称
略
）　

　
　 

　

（
氏
名　

住
所　

誕
生
日　

父
母
名
）

　

豊
原  

あ
善ぜ

ん　

西
町　

12
・
26

雄
太
・
杏

　

原
田  

莉り

く久　

14
区　

１
・
９

考
・
幸
子

　

浅
野  

橙と

う

り李　

東
町　

１
・
10

智
広
・
麻
佑
子

　

角
野  

爾に

き紀　

東
町　

１
・
10

亮
駄
・
彩
歌

　

 
石 
坂　

    

星せ

つ

か

紬
柑　

 

東 

町　
　

 

１
・
16

伸
吾
・
理
恵

　

渡
邊  
芽め

い維　

西
町　

１
・
17

勇
樹
・
み
な
み

●
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す(

敬
称
略
） 

（
氏
名　

年
齢　

死
亡
年
月
日　

住
所
）

 

中
屋　
　

敦
子　

69
歳  

１
・
１ 　

10
区

 

白
戸　

サ
ダ
子　

92
歳  

１
・
５ 　

15
区

 

山
下　
　

行　

90
歳  

１
・
７ 　

８
区

 

葊
瀬　
　

貞
子　

103
歳  

１
・
15 　

７
区

 

谷
村　

美
代
子　

93
歳  

１
・
23 　

９
区

 

久
保　
　

道
子　

95
歳  

１
・
23 　

９
区

 

佐
藤　
　

清
作　

88
歳  

１
・
29 　

緑
町

 

●
寄
付
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
１
月
分
】

　

廣
瀬　

順
子　

様　
　
　
　
　

７
区

　

山
下　

義
昭　

様　
　
　
　
　

８
区

　

谷
村　

𠮷
美　

様　
　
　
　
　

９
区

　

中
屋　
　

敏　

様　
　
　
　
　

10
区

　

山
下　

政
吉　

様　
　
　
　
　

11
区

　

柴
田　

政
道　

様　
　
　
　
　

稲
穂

　

大
井　

敏
一　

様　
　
　
　
　

14
区

　

樋
口　

哲
也　

様　
　
　
　
　

西
町

　

平　
　

静
丸　

様　
　
　

神
奈
川
県

◇
昨
今
の
原
油
価
格
の
高
騰
や
光
熱
費
等
の

値
上
げ
に
よ
り
、
ふ
れ
あ
い
の
湯
の
利
用
料

を
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
改
定
し
ま
す
。

▽�

利
用
料
金　

　

・
大
人
（
12
歳
以
上
）
480
円
➡
490
円

　

・
中
人
（
６
歳
～
11
歳
）
140
円
➡
150
円

　

・
小
人
（
６
歳
未
満
）
70
円
➡
80
円

▽�
問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
福
祉
障
が
い
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
７
８
～
５
８
８
８
）

◇
南
幌
町
生
活
応
援
チ
ケ
ッ
ト
の
使
用
期
限

が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
お
手
元
に
未
使

お

し

ら

せ

住

民

手

帳

用
の
チ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
場
合
は
、
期
限
ま
で

に
ご
使
用
願
い
ま
す
。

▽�

使
用
期
限　

３
月
10
日
（
日
）
ま
で

▽�

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課
高
齢
者
包
括
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
７
８
～
５
８
８
８
）

◇
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
特
例
臨
時
接
種
は
令

和
６
年
３
月
で
終
了
し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
在

庫
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
接
種
を
ご
希

望
の
方
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽�

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
健
康
子
育
て
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
７
８
～
５
８
８
８
）

◇
悩
み
を
も
っ
て
い
る
方
、
困
っ
て
い
る
方

は
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

悩
み
や
困
り
ご
と
に
応
じ
た
電
話
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
相
談
で
き
る
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
の

で
、
気
軽
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
人
に

話
す
こ
と
で
気
持
ち
が
楽
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
町
で
は
精
神
科
医
師
や
保

健
師
に
よ
る
無
料
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
相
談
窓
口
の
情
報

サ
イ
ト
「
ま
も
ろ
う
よ
こ
こ
ろ
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽�

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
健
康
子
育
て
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
７
８
～
５
８
８
８
）

人口 7,792人 ( 7)<239> 世帯 3,685世帯 ( 0)<118>

男     3,751人 ( 7)<140> 女　 　4,041人 ( 0)< 99>

出生        6人 ( 2)<   5> 死亡      　 12人 ( 3)< 1>

転入      29人 (-33)<-6> 転出      　 16人 (-9)< -6>

※（　）内の数値は前月比　<　> 内の数値は前年同月比

２ １

◇
栗
山
警
察
署
で
は
、
運
転
免
許
証
自
主
返

納
に
関
す
る
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
て
運
転

免
許
証
出
張
自
主
返
納
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に
関
す
る
相

談
も
受
付
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
利

用
下
さ
い
。

▽�

日
時

　
３
月
７
日
（
木
）
10
時
～
12
時

▽�

場
所

　
役
場
１
階
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

▽�

自
主
返
納
に
必
要
な
も
の

　

①
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
場
合

　

・�

有
効
期
限
の
切
れ
て
い
な
い
運
転
免
許
証

※
自
主
返
納
を
希
望
す
る
ご
本
人
が
お
越

し
下
さ
い
。
ま
た
、
運
転
免
許
証
の
有
効

期
限
が
切
れ
た
方
は
、返
納
で
き
ま
せ
ん
。

　

②�

運
転
経
歴
証
明
書
（
運
転
免
許
証
サ
イ

ズ
の
身
分
証
明
書
）
の
交
付
を
希
望
さ

れ
る
場
合

　

・
有
効
期
限
の
切
れ
て
い
な
い
運
転
免
許
証

　

・�

収
入
証
紙
（
１
，
１
０
０
円
分
）

　
　

※�

事
前
に
購
入
願
い
ま
す
。

　

・�

申
請
用
写
真
１
枚
※
縦
３
㎝
×
横
2.4
㎝

撮
影
後
６
か
月
以
内
、
無
帽
、
正
面
、

顔
写
真
、
無
背
景
の
も
の

▽�

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業

　

・�

65
歳
以
上
の
南
幌
町
民
の
方
で
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
し
た
方
へ
１
人
３
か

年
を
限
度
と
し
、
各
年
度
、
ハ
イ
ヤ
ー

利
用
券
初
乗
り
料
金
24
回
分
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
手
続
き
に
は
、
印
鑑
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

▽�

注
意
点

　
行
政
処
分
の
手
続
き
中
な
ど

で
、
運
転
免
許
証
を
お
持
ち
で
も
、
自
主

返
納
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
場

合
、
車
の
運
転
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
帰
り
の
交
通
手
段
に
ご
注
意
下
さ
い
。

▽�

問
合
せ

　
住
民
課
環
境
交
通
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
９
８
～
７
０
４
７
）

◇
令
和
５
年
分
の
個
人
事
業
者
の
方
の
消
費

税
確
定
申
告
・
納
付
の
期
限
は
、
４
月
１
日

（
月
）
で
す
。
必
ず
期
限
内
に
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽�

課
税
事
業
者
と
な
る
方

　

　

①�

令
和
３
年
分
の
課
税
売
上
高
が
１
，

０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
方

　

②�

令
和
３
年
分
の
課
税
売
上
高
が
１
，

０
０
０
万
円
を
超
え
な
い
方
で
、
令
和
４

年
12
月
末
ま
で
に
「
消
費
税
課
税
事
業
者

選
択
届
出
書
」
を
提
出
し
て
い
る
方

　

③�

右
記
の
①
、
②
に
該
当
し
な
い
方
で
、

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま

で
の
課
税
売
上
高
が
１
，
０
０
０
万
円

を
超
え
て
い
る
方

　
　

※�

事
業
で
使
っ
て
い
た
建
物
や
機
械
な

ど
の
譲
渡
収
入
も
課
税
売
上
高
に
含

め
ま
す
。

　

④�

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
を
し

て
い
る
方

　
　

※�

２
割
特
例
が
適
用
さ
れ

る
方
は
、
申
告
書
に
添

付
す
る
付
表
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設

サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽�

便
利
で
確
実
な
振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　

　

・�

納
期
限
ま
で
に
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼

書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
提
出
す
る

と
、
指
定
し
た
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的

に
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※�

振
替
日
は
令
和
６
年
４
月
30
日
（
火
）

で
す
。

　

※�

振
替
納
税
を
利
用
し
た
場
合
は
、
領
収

証
書
は
発
行
し
ま
せ
ん
。

　

※�

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

・�

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
申

告
書
や
各
種
届
出
書
は
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

で
も
提
出
で
き
ま
す
。
詳

し
い
手
続
き
は
、
ｅ
―
Ｔ

ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▽�

問
合
せ
　
岩
見
沢
税
務
署
（
☎
０
１
２
６

～
２
２
～
０
８
１
０
）

◇
町
内
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
資
格
登
録
事
業
者

で
の
施
行
を
対
象
と
し
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を

行
う
方
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

▽�

申
込
期
間
　
４
月
１
日
（
月
）
～
４
月
30

日
（
火
）
８
時
30
分
～
17
時
※
受
付
順
は
、

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▽�

受
付
場
所
　
役
場
１
階
都
市
整
備
課
窓
口

▽�

対
象
者
　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
者

　
①
南
幌
町
民
で
あ
る
こ
と

　

②�

住
宅
の
所
有
者
で
あ
っ
て
、
当
該
住
宅

に
居
住
し
て
い
る
こ
と

　

③
世
帯
全
員
が
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

　

④
暴
力
団
に
所
属
し
て
い
な
い
こ
と

▽�

施
工
業
者

　
町
内
に
事
業
所
、
営
業
所
を

持
つ
法
人
や
町
内
で
営
業
し
て
い
る
個
人
事

業
者
で
町
の
資
格
登
録
を
受
け
て
い
る
者

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

▽�

対
象
工
事

　
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と

　
・�

助
成
金
の
決
定
前
に
工
事
に
着
手
し
て

い
な
い
こ
と

　

・�

令
和
７
年
２
月
28
日
ま
で
に
工
事
が
完

了
で
き
る
こ
と

　

・�

次
の
工
事
で
、
工
事
費
が
30
万
円
（
税

込
み
）
以
上
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
（
増

築
、
改
築
、
修
繕
、
耐
震
改
修
、
融
雪

設
備
設
置
工
事
）

▽�

対
象
外
工
事
　
・
新
築
工
事
・
外
構
に
係

る
塀
、
門
扉
、
庭
、
車
庫
等
の
工
事
・
家

具
、
家
電
製
品
等
の
固
定
さ
れ
て
い
な
い

物
品
の
購
入
費
・
他
の
助
成
金
の
交
付
を

受
け
た
工
事
に
要
し
た
費
用

▽�

助
成
金
　
工
事
費
用
の
20
％
（
千
円
未
満

切
り
捨
て
）
で
限
度
額
30
万
円
と
し
ま
す
。

※
同
一
住
宅
及
び
同
一
人
に
つ
き
１
回

※
申
請
様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

▽�

問
合
せ
　
都
市
整
備
課
都
市
施
設
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
９
８
～
７
２
２
６
）
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生

活

応

援

チ

ケ

ッ

ト

の

使

用

期

限

に

つ

い

て

「

ふ

れ

あ

い

の

湯

」

の

料

金

が

変

わ

り

ま

す

新

型

コ

ロ

ナ

ワ

ク

チ

ン

接

種

に

つ

い

て

ひ

と

り

で

悩

ま

な

い

で

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

税

務

署

か

ら

の

お

知

ら

せ

住

宅

リ

フ

ォ

ー

ム

助

成

事

業

の

受

付

開

始

運
転
免
許
証
出
張
自
主
返

納

窓

口

を

開

設

し

ま

す



◇
39
歳
ま
で
の
農
業
者
の
担
い
手
の
方
は
、

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
等
の
農
業
者
年

金
へ
の
加
入
要
件
に
加
え
、
条
件
を
満
た
す

こ
と
に
よ
り
政
策
支
援
（
保
険
料
の
国
庫
補

助
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽�

加
入
要
件
　

　

・
39
歳
ま
で
に
加
入

　

・
農
業
所
得
が
900
万
円
以
下

　

・
認
定
農
業
者
・
認
定
就
農
者
で
青
色
申
告

▽�

補
助
金
額

●
認
定
農
業
者
で
申
告
し
た
場
合
（
区
分
１
）

　

・
35
歳
未
満　

１
万
円
（
５
割
）

　

・
35
歳
以
上　

６
，
０
０
０
円
（
３
割
）

●
認
定
就
農
者
で
申
告
し
た
場
合
（
区
分
２
）

　

・
35
歳
未
満　

１
万
円
（
５
割
）

　

・
35
歳
以
上　

６
，
０
０
０
円
（
３
割
）

●�

区
分
１
又
は
２
の
者
で
家
族
経
営
協
定
を

締
結
し
経
営
に
参
画
し
て
い
る
配
偶
者
又

は
後
継
者

　

・
35
歳
未
満　

１
万
円
（
５
割
）

　

・
35
歳
以
上　

６
，
０
０
０
円
（
３
割
）

●�

認
定
農
業
者
又
は
青
色
申
告
者
の
い
ず
れ

か
一
方
を
満
た
す
者
で
３
年
以
内
に
両
方

を
満
た
す
こ
と
を
約
束
し
た
者

　

・
35
歳
未
満　

６
，
０
０
０
円
（
３
割
）

　

・
35
歳
以
上　

４
，
０
０
０
円
（
２
割
）

●�

35
歳
ま
で
（
25
歳
未
満
は
10
年
以
内
）
に
区

分
１
の
者
と
な
る
こ
と
を
約
束
し
た
後
継
者

　

・
35
歳
未
満　

６
，
０
０
０
円
（
３
割
）

　

・
35
歳
以
上　

無
し

　

※�

国
庫
補
助
を
受
け
て
い
る
間
の
保
険
料

は
月
額
２
万
円
（
国
庫
補
助
額
を
含
む
）

で
固
定
さ
れ
、
加
入
者
が
負
担
す
る
保

険
料
は
２
万
円
か
ら
国
庫
補
助
額
を
差

し
引
い
た
額
に
な
り
ま
す
。

▽�

問
合
せ

　

　

①�

農
業
委
員
会
（
☎
３
９
８
～
７
２
５
８
）

　

②�

南
幌
町
農
協
農
業
振
興
課
（
☎
３
７
８

～
２
２
７
４
）

◇
自
立
支
援
医
療
制
度
は
、
心
身
の
障
が
い

を
除
去
・
軽
減
す
る
た
め
の
医
療
に
つ
い
て

医
療
費
の
自
己
負
担
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。
こ
の
制
度
で
は
、
自
己
負
担
は
原

則
と
し
て
１
割
と
な
り
、
世
帯
の
所
得
に
応

じ
て
負
担
限
度
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

制
度
を
利
用
で
き
る
医
療
機
関
や
対
象
と
な

る
障
が
い
、
疾
患
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象
者
　

　

・�

育
成
医
療　

18
歳
未
満
で
体
に
障
が
い

や
病
気
が
あ
り
、
治
療
を
行
わ
な
い
と

将
来
に
お
い
て
体
に
障
が
い
が
残
る
と

認
め
ら
れ
る
方

　

・�

更
生
医
療　

18
歳
以
上
で
身
体
障
害
者

手
帳
を
所
持
し
、
手
術
等
の
治
療
に
よ

り
障
が
い
の
除
去
・
軽
減
な
ど
の
治
療

効
果
が
確
実
に
期
待
で
き
る
方

▽�

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
福
祉
障
が
い
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
７
８
～
５
８
８
８
）

◇
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
と
は
、
病
中
又

は
病
気
の
回
復
期
に
あ
る
お
子
さ
ん
を
、
就

労
等
の
た
め
に
集
団
や
家
庭
で
の
保
育
が
で

き
な
い
保
護
者
に
代
わ
り
一
時
的
に
お
預
か

り
す
る
事
業
で
す
。

▽�

実
施
施
設
　
町
立
南
幌
病
院
内
１
階
病

児
・
病
後
児
保
育
室

▽�

保
育
時
間
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日　

午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で
※
祝
日
、

年
末
年
始
（
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま

で
）
を
除
く

▽�

事
前
登
録
　
３
月
１
日
か
ら
登
録
可
能

（
登
録
申
込
書
は
あ
い
く
る
又
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
な
お
、
利
用
す
る
に

は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
有
効
期
間
は

登
録
年
度
の
３
月
31
日
ま
で
で
す
の
で
、

既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
も
毎
年
登
録
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

▽�

登
録
・
問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
健
康
子
育

て
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
７
８
～
５
８
８
８
）

◇
ビ
ュ
ー
ロ
ー
か
ら
北
海
道
内
の
医
療
機
関

（
町
内
を
除
く
。）
の
所
在
す
る
市
町
村
ま
で

の
往
復
に
要
す
る
通
院
交
通
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
助
成
額
は
町
民
税
の

課
税
状
況
に
応
じ
た
額
で
、
年
間
上
限
額
は

３
万
円
と
な
り
ま
す
。

※�

申
請
手
続
等
は
令
和
５
年
３
月
～
令
和
６

年
２
月
分
ま
で
の
通
院
実
績
に
基
づ
き
、

申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽�

助
成
対
象
者

　

　

・�

腎
臓
機
能
障
が
い
に
よ
り
人
工
透
析
療

法
を
受
け
て
お
り
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方

　

・�

北
海
道
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
実
施

要
綱
に
よ
る
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方

▽�

必
要
な
も
の
　

　

・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

　

・
通
院
証
明
書

　

・
印
鑑

　

・
預
金
通
帳
（
本
人
名
義
）

　

・�

健
康
保
険
証
（
受
給
者
が
属
す
る
世
帯

全
員
の
も
の
）

　

・�

定
期
乗
車
券
を
お
使
い
の
方
は
定
期
乗

車
券
の
写
し

　

※�

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合
に

は
、
受
給
者
の
収
入
が
分
か
る
書
類
の

提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。（
源
泉
徴

収
票
、
年
金
証
書
等
の
写
し
等
）

▽�

受
付
期
間
　
３
月
８
日
（
金
）
ま
で

▽�

申
込
・
問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
福
祉
障
が

い
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
７
８
～
５
８
８
８
）

◇
就
職
に
よ
り
新
し
い
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
る
方
や
、
進
学
の
た
め
南
幌
町
か
ら
他
市

町
村
へ
転
出
さ
れ
る
方
は
、
国
民
健
康
保
険

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
就
職
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合

▽
必
要
な
も
の
　

　

・
就
職
先
の
健
康
保
険
証
（
写
し
可
）

　

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
回
収
）

　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

　

・
届
出
人
の
本
人
確
認
書
類

　

※�

国
保
脱
退
の
届
出
が
な
い
と
二
重
に
加

入
し
て
い
る
状
態
と
な
り
、
保
険
税
の

請
求
も
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●�

進
学
の
た
め
転
出
し
た
後
も
学
生
用
の
保

険
証
が
必
要
な
場
合

▽
必
要
な
も
の

　

・�

学
生
証
や
在
学
証
明
書
、
入
学
許
可
証

な
ど
転
出
後
も
学
生
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
も
の

　

・�

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
回
収
は

し
ま
せ
ん
。引
続
き
ご
使
用
く
だ
さ
い
。）

　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

　

・
届
出
人
の
本
人
確
認
書
類

※�

国
民
健
康
保
険
は
、
住
所
が
あ
る
市
町
村

で
加
入
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
手
続
き

を
せ
ず
に
住
所
を
他
市
町
村
に
移
す
と
、

南
幌
町
の
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
失
い
、

無
保
険
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽�

問
合
せ
　
住
民
課
国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
９
８
～
７
０
３
７
）

◇
病
気
を
予
防
し
、
確
実
な
免
疫
を
つ
け
る

た
め
に
は
予
防
接
種
が
大
切
で
す
。
効
果
的

に
免
疫
を
つ
け
る
た
め
に
は
適
切
な
時
期
が

あ
り
ま
す
。
今
一
度
、
母
子
手
帳
や
健
康
手

帳
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
接
種
の
し
忘
れ
が

な
い
か
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

▽
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
２
期

　

�

小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
に
１
回
接
種
し

ま
す
。
対
象
の
方
に
は
案
内
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。

▽
２
種
混
合
（
Ｄ
Ｔ
）

　

�

11
歳
か
ら
12
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
１
回

接
種
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
案
内
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

▽
日
本
脳
炎

　

�

３
歳
か
ら
４
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
２
回

接
種
し
ま
す
。
４
歳
か
ら
５
歳
に
な
る
ま

で
の
間
に
３
回
目
を
接
種
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
９
歳
か
ら
10
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に

１
回
接
種
し
ま
す
。
右
記
以
外
で
も
特
例

措
置
の
対
象
と
な
る
方
が
い
ま
す
の
で
、

母
子
手
帳
を
ご
確
認
の
う
え
、
詳
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
お
た
ふ
く
か
ぜ

　

�

１
歳
以
降
に
１
回
接
種
し
ま
す
。
よ
り
確

実
な
免
疫
を
つ
け
る
た
め
に
は
小
学
校
入

学
前
の
１
年
間
に
２
回
目
を
接
種
し
ま

す
。
１
回
分
は
町
か
ら
助
成
が
あ
り
ま
す

が
２
回
目
分
は
自
費
と
な
り
ま
す
。

▽
高
齢
者
肺
炎
球
菌

　

�

今
年
度
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85

歳
、
90
歳
、
95
歳
に
な
ら
れ
る
方
、
100
歳

以
上
の
方
で
今
ま
で
に
一
度
も
高
齢
者
肺

炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な
い

方
が
１
回
接
種
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は

案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に

接
種
を
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
か
か
り
つ

け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
※
対
象
の
方

が
公
費
助
成
を
受
け
ら
れ
る
機
会
は
今
年

度
限
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
妊
娠
を
希
望
す
る
方
の
た
め
の
風
疹

　

�

医
療
機
関
や
妊
婦
健
康
診
査
で
受
け
た
風

し
ん
抗
体
検
査
で
、
風
し
ん
の
抗
体
が
低

い
と
診
断
さ
れ
た
方
の
う
ち
、
妊
娠
を
希

望
す
る
女
性
と
そ
の
夫
、
妊
娠
中
の
女
性

の
夫
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
町
か
ら
接
種

費
用
の
半
額
助
成
が
あ
り
ま
す
。

▽
子
宮
頸
が
ん

　

今
年
度
小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
の

女
性
、
平
成
９
年
度
～
平
成
18
年
度
生
ま
れ

の
女
性
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
同
じ
ワ
ク
チ

ン
を
２
回
も
し
く
は
３
回
の
接
種
と
な
り
ま

す
。

▽�

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課
健
康
子
育
て
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
７
８
～
５
８
８
８
）

◇
町
で
は
次
の
対
象
者
の
生
活
圏
拡
大
と
福
祉

の
増
進
を
目
的
に
、
ハ
イ
ヤ
ー
料
金
等
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
の
申
請
は
３

月
１
日
か
ら
受
付
け
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る

方
は
あ
い
く
る
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。ま
た
、

現
在
お
持
ち
の
古
い
ハ
イ
ヤ
ー
等
利
用
券
は
４

月
か
ら
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
４
月
以
降
に

新
年
度
分
を
申
請
す
る
際
に
返
還
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
ハ
イ
ヤ
ー
等
利
用
券
は
年
間
で

24
回
分
を
助
成
し
ま
す
が
、
５
月
以
降
の
申
請

で
は
１
か
月
あ
た
り
２
枚
分
を
差
し
引
い
て
で

の
交
付
と
な
り
ま
す
。

▽�

対
象
者

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、

又
は
３
級
の
内
部
障
が
い
と
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の

方
。
但
し
医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
る
方
、

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

▽�

必
要
な
も
の

　
印
鑑
（
同
居
す
る
家
族
に

名
字
が
異
な
る
方
が
い
る
場
合
は
、
そ
の

方
の
印
鑑
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
身
体
障

害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳

▽�

利
用
で
き
る
ハ
イ
ヤ
ー
等

　
岩
見
沢
地
区

ハ
イ
ヤ
ー
協
会
、
札
幌
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
同

組
合
に
加
盟
し
て
い
る
会
社
（
岩
見
沢
市
、

夕
張
市
、
栗
山
町
、
由
仁
町
、
長
沼
町
、
南

幌
町
、
札
幌
市
、
江
別
市
、
北
広
島
市
、
石

狩
市
）
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
あ
い
る
ー
と
で

利
用
で
き
ま
す
。

　

※�

右
記
の
市
町
で
も
加
盟
し
て
い
な
い
会

社
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽�

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課
福
祉
障
が
い
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
７
８
～
５
８
８
８
）

◇
町
で
は
在
宅
障
が
い
者
の
自
立
促
進
の
た

め
に
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
通
所
し
て
い
る

方
へ
、
交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
自

家
用
車
で
通
所
さ
れ
て
い
る
方
、
事
業
所
か

ら
送
迎
・
交
通
費
助
成
等
を
受
け
て
い
る
方

は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

▽�

対
象
期
間
　
後
期
（
令
和
５
年
９
月
～
令

和
６
年
２
月
分
）
の
交
通
費

▽�

申
請
受
付
期
間

　
３
月
１
日
（
金
）
～
15

16２０２４ ．３ NANPORO17 ２０２４ ．３NANPORO

令

和

６

年

度

病

児
・

病

後

児

保

育

事

業

の

登

録

開

始

自

立

支

援

医

療
（

育

成

医

療
・
更
生
医
療
）
に
つ
い
て

農

業

者

年

金

政

策

支

援

の

お

知

ら

せ

人

工

透

析

患

者

等

通

院

交

通

費

助

成

事

業

福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
料
金
等

助
成
事
業
の
申
請
に
つ
い
て

障
が
い
者
自
立
促
進
交
通

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

国

民

健

康

保

険

の

手

続

き

を

忘

れ

ず

に

忘

れ

て

い

ま

せ

ん

か
？

予

防

接

種



日
（
金
）
ま
で

▽�
問
合
せ

　
保
健
福
祉
課
福
祉
障
が
い
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
７
８
～
５
８
８
８
）

◇
軽
自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日
に

軽
自
動
車
（
軽
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転

車
・
二
輪
小
型
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
）
を

所
有
又
は
使
用
し
て
い
る
方
に
毎
年
課
税
さ

れ
る
税
金
で
す
。
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
手

続
き
を
し
た
方
は
、
そ
の
年
の
軽
自
動
車
税

種
別
割
も
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
軽

自
動
車
税
種
別
割
は
自
動
車
税
種
別
割
と
異

な
り
、
月
割
課
税
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

軽
自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
と
な
っ

た
場
合
、
そ
の
日
（
購
入
・
譲
渡
さ
れ
た
日
）

か
ら
、
15
日
以
内
に
登
録
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
売
却
や
他
者

へ
の
譲
渡
、
廃
棄
等
に
よ
り
所
有
者
ま
た
は

使
用
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
に
も
、
そ
の
日

か
ら
30
日
以
内
に
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
※
原
動
機
付
自
転
車
や
小
型
特
殊
自
動

車
（
田
植
機
・
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
・

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
）
は
、
市
町
村
役
場
で

登
録
手
続
き
を
し
、必
ず
、ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
※
軽
自
動

車
を
お
持
ち
の
方
で
、
登
録
手
続
き
の
仕
方

が
わ
か
ら
な
い
方
や
、
お
持
ち
の
軽
自
動
車

に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
つ
い
て
い
な
い
方

は
下
記
の
手
続
先
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
車
種
に
よ
り
、
手
続
き
を
行
う
場
所
が

異
な
り
ま
す
。

●�

原
動
機
付
自
転
車(

125
㏄
以
下)

小
型
特

殊
自
動
車

▽
持
参
す
る
も
の

　
・
販
売
証
明
書
（
新
規
の
み
）

　

・�

町
内
の
方
に
譲
渡
す
る
場
合　

譲
渡
証

明
証

　

・�

町
外
の
方
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
場
合　

廃

車
証
明
証

　

・
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
（
廃
車
の
み
）

　

・
標
識
交
付
証
明
書

▽�

手
続
き
先
・
問
合
せ　

税
務
課
課
税
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
９
８
～
７
０
７
１
）

●�

軽
四
輪
自
動
車(

660
㏄
以
下)

▽�
手
続
き
先
・
問
合
せ
　
軽
自
動
車
検
査

協
会
札
幌
主
管
事
務
所
（
☎
０
５
０
～

３
８
１
６
～
１
７
６
３
）
※
必
要
書
類
等
、

詳
し
く
は
手
続
き
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●�

軽
二
輪
車(
125
㏄
超
250
㏄
以
下)

二
輪
の

小
型
自
動
車(

250
㏄
超)

▽�

手
続
き
先
・
問
合
せ　

北
海
道
運
輸
局
札

幌
運
輸
支
局
（
☎
０
５
０
～
３
８
１
６
～

１
７
６
３
）
※
必
要
書
類
等
、
詳
し
く
は

手
続
き
先
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日
現
在
の
登

録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
引
っ

越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
、
次
の
場

合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▽
登
録
手
続
き
が
必
要
な
場
合

　

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
登
録
）

　

・�

自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転
登
録
）

　

・�

自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き（
抹

消
登
録
）

　

※�

令
和
６
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
納
税
通

知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
３

月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、
道

税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
自
動
車
税
種
別
割

住
所
変
更
手
続
」
か
ら
納
税
通
知
書
の
送

付
先
の
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
合
せ
　
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

（
☎
７
４
６
～
１
１
９
０
）

◇
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
で
は
４

月
19
日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら
エ
ス
コ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
で
開
催
さ

れ
る
千
葉
ロ
ッ
テ
戦
に
南
幌
町
に
お
住
ま
い

の
方
ペ
ア
200
組
400
名
を
ご
招
待
い
た
し
ま

す
。
観
戦
希
望
の
方
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ

り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▽�

申
込
方
法
　
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�
申
込
期
間
　
３
月
１
日（
金
）～
31
日(

日)
▽�

ご
招
待
券
　
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
試
合

観
戦
券

　

※�

当
選
者
の
方
で
チ
ケ
ッ
ト
の
追
加
購
入

を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
チ
ケ
ッ
ト

引
換
時
に
チ
ケ
ッ
ト
を
追
加
し
て
ご
購

入
く
だ
さ
い
。（
有
料
・
残
席
が
あ
る

場
合
の
み
）

▽�

受
取

　
当
落
通
知
は
、
締
切
後
１
週
間

以
内
に
メ
ー
ル
に
て
送
付
い
た
し
ま
す
。

〔fighters.co.jp

〕
及
び
〔fm

ail.fighters.
co.jp

〕
の
各
ド
メ
イ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
を

受
信
で
き
る
よ
う
事
前
に
設
定
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
当
選
の
場
合
は
球
団
公
式

チ
ケ
ッ
ト
販
売
サ
イ
ト
「
Ｆ
チ
ケ
」
で
観

戦
券
と
引
換
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト
ク
ー
ポ
ン

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
ク
ー

ポ
ン
で
は
ご
入
場
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必

ず
チ
ケ
ッ
ト
と
お
引
換
い
た
だ
き
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
ク
ー
ポ
ン
の
使
用
方
法
等

の
詳
細
に
関
し
て
は
当
選
メ
ー
ル
に
記
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽�

個
人
情
報　

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人

情
報
は
、
㈱
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ 

ス
ポ
ー
ツ

＆
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
適
切
に
管
理

し
、
本
件
を
含
む
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
関
連
の

Ｄ
Ｍ
・
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る
案
内
以
外

に
は
利
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽�

注
意
事
項
　
球
場
内
で
フ
ァ
ウ
ル
ボ
ー
ル

や
折
れ
た
バ
ッ
ト
等
に
よ
り
負
傷
さ
れ
た

場
合
、
応
急
処
置
は
い
た
し
ま
す
が
、
主

催
者
・
球
場
管
理
者
に
帰
責
事
由
が
あ
る

場
合
を
除
き
、
そ
の
後
の
責
任
は
負
い
か

ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽�

問
合
せ　

北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
お
問
合

せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

▽�

事
例

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
靴
を
購

入
し
た
が
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
か
っ
た
。
返

品
し
た
い
旨
を
メ
ー
ル
し
た
と
こ
ろ
「
返

品
で
き
な
い
。
利
用
規
約
に
も
記
載
が
あ

る
」
と
の
事
だ
っ
た
。
確
か
に
利
用
規
約

に
は
返
品
不
可
の
記
載
が
あ
っ
た
た
め

「
そ
れ
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
い
」

と
伝
え
た
が
「
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
適
用
は
な
い
と
回
答
が
き
た
。

▽�

注
意
事
項

　

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
や
テ
レ
ビ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
通
信
販
売
に

は
、
法
律
上
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
返
品
の
不
可
や
条

件
に
つ
い
て
の
特
約
が
あ
れ
ば
そ
れ
に

従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

・�

通
信
販
売
で
購
入
す
る
際
は
、
事
前
に

返
品
で
き
る
か
ど
う
か
や
返
品
が
可
能

な
場
合
の
条
件
な
ど
を
よ
く
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

▽�

相
談
窓
口
　
栗
山
町
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
栗
山
町
中
央
３
丁
目
３
１
１
）

▽�

問
合
せ
　

　

①�

南
空
知
消
費
生
活
相
談
室
（
☎

０
１
２
３
～
７
２
～
３
５
８
１
）（
毎

週
月
、
木
曜
日
13
時
～
16
時
・
毎
月
第

２
、
第
４
水
曜
日
13
時
～
15
時
）

　

②�

産
業
振
興
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
（
☎

３
９
８
～
７
２
０
１
）

◇
雪
解
け
を
迎
え
る
こ
の
時
季
は
落
雪
や
除

雪
の
際
に
タ
ン
ク
や
配
管
が
破
損
し
灯
油
が

流
出
す
る
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
油
漏
れ

を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
河
川
等
に
流
出
し
た
灯
油
等
の
回
収

費
用
は
原
因
者
負
担
と
な
り
ま
す
。
油
漏
れ

は
時
間
が
経
過
し
て
か
ら
気
づ
く
こ
と
が
あ

る
の
で
日
頃
か
ら
自
主
点
検
を
行
い
、
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽�

注
意
事
項

　

①
灯
油
の
減
り
が
早
く
な
っ
て
い
な
い
か

　

②
脚
部
が
不
安
定
に
な
り
傾
い
て
い
な
い
か

　

③
除
雪
機
等
で
配
管
を
傷
付
け
て
い
な
い
か

　

④�

落
雪
な
ど
雪
の
重
さ
で
タ
ン
ク
本
体
、

配
管
、
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
部
等
に
破
損
が

な
い
か

◇
北
海
道
苦
情
相
談
員
制
度
と
は
、
道
の
機

関
が
行
っ
た
業
務
に
関
す
る
苦
情
を
、
皆
さ

ん
に
代
わ
っ
て
苦
情
審
査
委
員
が
公
平
で
中

立
な
立
場
か
ら
審
査
す
る
制
度
で
す
。
皆
さ

ん
の
利
害
に
関
す
る
苦
情
で
あ
れ
ば
苦
情
審

査
員
に
申
立
て
が
で
き
ま
す
。
審
査
の
結
果
、

道
の
業
務
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ

る
と
き
は
、
道
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求

め
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
の
保
護
に

も
十
分
配
慮
し
ま
す
。
申
立
て
方
法
や
申
立

▽�

町
営
栄
町
団
地
３
階
建

　

・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
給
湯
設
備
無
）
…
３
戸

▽�

入
居
資
格

　
①
住
宅
に
お
困
り
の
方

　

②
低
所
得
者
の
方

　

③�

そ
の
他
、
所
得
制
限
等
入
居
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
担
当
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽�

入
居
申
込
受
付

　
３
月
１
日
（
金
）
～
８

日
（
金
）
８
時
30
分
～
17
時

▽�

入
居
可
能
日

　
４
月
中
旬

▽�

問
合
せ

　
都
市
整
備
課
都
市
施
設
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
９
８
～
７
２
２
６
）

▽�

道
営
住
宅
一
般
棟

　

・�

平
屋
建
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
３
人
世
帯
用
）
…

１
戸

▽�

入
居
資
格

　
①
住
宅
に
お
困
り
の
方

　

②
低
所
得
者
の
方

　

③�

そ
の
他
、
所
得
制
限
等
入
居
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
担
当
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽�

入
居
申
込
受
付
　
３
月
１
日
（
金
）
～
８

日
（
金
）
８
時
30
分
～
17
時

▽�

入
居
可
能
日
　
４
月
中
旬

▽�

問
合
せ

　
都
市
整
備
課
都
市
施
設
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
９
８
～
７
２
２
６
）

様
式
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
は
、
北
海
道
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽�

窓
口

　
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
（
道
庁
内
）・

各
総
合
振
興
局
総
務
課

▽�

問
合
せ

　
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道

政
相
談
セ
ン
タ
ー
〒
０
６
０-

８
５
８
８

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目
（
☎

２
０
４
～
５
５
２
３
）（
直
通
）

◇
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
住
民
の
皆
様
の
代
表
と
し
て
制
度
の
運

営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
て
い
た
だ

く
運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽�

応
募
資
格
　
道
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
方

　

※
議
員
や
公
務
員
等
を
除
く

▽�

任
期
　
令
和
６
年
７
月
か
ら
２
年
間

　

※
開
催
は
年
２
回
を
予
定
し
て
い
ま
す

▽�

応
募
方
法
　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
区
町
村

窓
口
に
あ
る
応
募
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▽�

応
募
締
切
　
令
和
６
年
４
月
30
日
（
火
）

▽�

選
考
　
選
考
委
員
会
を
設
置
し
、
提
出
さ

れ
た
小
論
文
等
に
よ
り
総
合
的
に
委
員
を

選
考
し
ま
す

▽�

報
酬
等
　
１
日
に
つ
き
５
，
０
０
０
円
の

報
酬
と
旅
費
を
支
給
し
ま
す

▽�

問
合
せ

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
（
☎
２
９
０
～
５
６
０
１
）

募

集
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自

動

車

税

種

別

割

の

住

所

変

更

に

つ

い

て

フ

ァ

イ

タ

ー

ズ

戦

に

ご

招

待
！

南

幌

町

民

応

援

デ

ー

軽

自

動

車

等

の

手

続

き

に

つ

い

て

町

営

住

宅
（

栄

町

）

道

営

住

宅
（

柳

陽

団

地

）

南

空

知

消

費

生

活

相

談

室

か

ら

の

お

知

ら

せ

ご

存

じ

で

す

か
？ 

「

苦

情

審

査

員

」

制

度

ホ

ー

ム

タ

ン

ク

の

油

漏

れ

に

注

意

し

ま

し

ょ

う

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
運

営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す



▽�

応
募
要
件
　
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
し

て
い
る
方

　

①
町
内
で
新
た
に
就
農
さ
れ
た
方

　

②
町
内
で
農
業
研
修
を
受
け
て
い
る
方

　

③
町
内
の
農
業
生
産
法
人
の
従
業
員

　

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
募
集
期
間
終
了

後
、
抽
選
と
し
ま
す
。

▽�

募
集
期
間
　
３
月
１
日（
金
）～
22
日（
金
）

▽�

募
集
戸
数
　
１
戸
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
造
平
屋
５
０
．
０
７
㎡
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

栄
町
４
丁
目
２
番
４
の
２
（
南
幌
消
防
署

裏
）

▽�

家
賃
　
月
額
１
２
，
０
０
０
円

▽�

申
込
方
法
　
印
鑑
を
持
参
の
上
、
役
場
産

業
振
興
課
農
政
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い

▽�

入
居
可
能
日
　
３
月
下
旬
予
定

▽�

問
合
せ
　
産
業
振
興
課
農
政
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
９
８
～
７
１
５
１
）

▽��

令
和
６
年
度
第
１
回
予
備
自
衛
官
補

　
　
　（
一
般
・
技
能
　
男
女
）
採
用
試
験

　
・�

受
付
期
間　

４
月
11
日
（
木
）
ま
で

　

・�

試
験
日　

　
　

①
一
般　

４
月
13
日
（
土
）

　
　

②
技
能　

４
月
14
日
（
日
）

　
・
年
齢

　
　

①
一
般　

18
歳
以
上
～
52
歳
未
満

　
　

②
技
能　

※
18
歳
以
上
～
55
歳
未
満

　
※�

技
能
試
験
は
国
家
免
許
資
格
等
に
よ
り

受
験
年
齢
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
合
せ
下
さ
い
。

▽��

令
和
６
年
度
第
１
回
一
般
幹
部
候
補
生

（
男
女
）、
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
（
男

女
）
採
用
試
験

　
・�

受
付
期
間　

３
月
１
日
（
金
）
～
４
月

12
日
（
金
）

　

・�

試
験
日　

４
月
20
日
（
土
）
～
21
日
（
日
）

※
飛
行
要
員

　
・
年
齢

　
　

①
一
般
幹
部
候
補
生

　
　
　

・�

大
卒
程
度
試
験　

22
歳
以
上
～
26

歳
未
満

　
　
　

・�
院
卒
者
試
験　

20
歳
以
上
～
28
歳

未
満

　
　

②�

歯
科
幹
部
候
補
生　

20
歳
以
上
～
30

歳
未
満

　
　

③�

薬
剤
科
幹
部
候
補
生　

20
歳
以
上
～

28
歳
未
満

　
※�

大
卒
程
度
試
験
及
び
院
卒
者
試
験
は
併

願
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
自
衛
官
採
用
試
験
等
の
説
明

　
・
会
場　

自
衛
隊
恵
庭
地
域
事
務
所

　

・�

内
容　

自
衛
隊
の
仕
事
や
魅
力
、
処
遇
等

　

・�

時
期　

年
中
無
休
（
土
日
は
事
前
に
ご

連
絡
下
さ
い
。）

▽�

問
合
せ
　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
恵

庭
地
域
事
務
所
（
恵
庭
市
住
吉
町
２
丁
目

３-

21
Ｈ
Ｔ
Ａ
ビ
ル
３
Ｆ
）（
☎
０
１
２
３

～
３
４
～
５
４
３
８
）（
受
付
時
間
９
時

～
17
時
）

◇
『
心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
』
～
こ
こ

ろ
が
ほ
っ
と
す
る
方
法
～
を
開
催
し
ま
す
。

日
々
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
る
社
会
の
中

で
、
ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
を

知
り
、
ほ
っ
と
す
る
時
間
を
み
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽�

日
時
　
３
月
22
日
（
金
）　

13
時
30
分
～

15
時

▽�

定
員
　
25
名

▽�

場
所
　
あ
い
く
る

▽�

申
込
期
間
　
３
月
１
日（
金
）～
15
日（
金
）

▽�

申
込
み
　
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

▽�

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
健
康
子
育
て
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
７
８
～
５
８
８
８
）

◇
財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、
財
政
・
金

融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活
躍
す

る
財
務
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽�

受
験
資
格　

　

①�

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

　

②�
平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
左
記
に
掲
げ
る
も
の

　

・�

大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
７
年
３

月
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
者

　

・�

短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
卒
業
し
た

者
及
び
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
短
期
大
学

又
は
高
等
専
門
学
校
卒
業
見
込
み
の
者

熱戦が繰り広げられました！　～全町ミニバレーボール大会～

令
和
６
年
１
月
28
日
（
日
）

　第 42 回全町ミニバレーボール大会がスポーツセンターで開催され
ました。４年ぶりの開催となった今大会は、13 行政区 127 名の方が
参加され、選手たちの気迫溢れるプレーに会場内からは大きな歓声が
上がっていました。
【壮年の部】

優勝：稲穂チーム
準優勝：９区チーム
【熟年の部】

優勝：青葉チーム
準優勝：９区チーム

令
和
６
年
２
月
４
日
（
日
）

　　　　　　雪の中から探し出せ！～はれっぱたからさがし大会～

　なんぽろ冬まつり会場内で、「はれっぱ」主催の

たからさがし大会が行われました。

　50名の子どもたちが、雪の中に埋まっている宝

物（飲み物）を必死に探し、北海道の冬ならでは

のイベントとなりました。

2024 年なんぽろ冬まつりにて募金活動を行いました ～南幌町赤十字奉仕団～

令
和
６
年
２
月
４
日
（
日
）

　南幌町赤十字奉仕団の皆さんが、なんぽろ冬

まつり会場で「2024 年能登半島地震災害義援金」

の募金活動を行いました。子どもからお年寄りま

で多くの方が足を止め、募金活動に協力してくだ

さいました。

　お預かりした義援金 41,014 円は、日本赤十字

社から各被災地県の配分委員会を通じ被災者へ配

分され、救援活動・復興活動等に活用されます。

令
和
６
年
２
月
２
日
・
３
日

南幌の夜を灯しました！～アイスキャンドル点灯～

　２月２日（金）～３日（土）中央通り商店会、公和通り協議会と15区１班親睦会の皆さんが、中心市街地

でアイスキャンドルを点灯してくれました。また、南幌養護学校がペットボトルで作成したキャンドルを中

央公園駐車場前に設置し、点灯しました。

　キャンドルのやわらかな光が、夜のまちをやさしく照らし、訪れた人たちの心を和ませてくれました。
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自

衛

官

を

募

集

し

ま

す

新

規

就

農

者

支

援

住

宅

心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

を

開

催

し

ま

す

財
務
専
門
官
を
募
集
し
ま
す

▽�

受
付
期
間　

３
月
25
日
（
月
）
ま
で
※
受

信
有
効

▽�

申
込
方
法　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▽�

第
一
次
試
験
日　

５
月
26
日
（
日
）

▽�

問
合
せ

　
財
務
省
北
海
道
財
務
局
人

事
課
人
事
部
（
☎
０
１
１
～
７
０
９
～

２
３
１
１
）

広 告



給食 pick up!給食 pick up!

　西日本を中心に、節分にいわしを食べる習慣がある　西日本を中心に、節分にいわしを食べる習慣がある

そうなので、２月２日は「いわしのみそ煮」にしましそうなので、２月２日は「いわしのみそ煮」にしまし

た。節分の風習は地方によって様々で、群馬県鬼石地た。節分の風習は地方によって様々で、群馬県鬼石地

区では、悪い鬼だけでなく良い鬼もいるという考えで、区では、悪い鬼だけでなく良い鬼もいるという考えで、

「鬼は外」ではなく「鬼は内」と豆まきで言うそうです。「鬼は外」ではなく「鬼は内」と豆まきで言うそうです。

●ごはん●ごはん

●沢煮椀●沢煮椀

●いわしのみそ煮●いわしのみそ煮

●鶏じゃが●鶏じゃが

２月の２月の
こんだてからこんだてから

◇令和５年度南幌町一般会計補正予算（第７号）について

◇令和６年度教育関係予算（案）について

◆令和６年度南幌町教育行政執行方針（案）について

◆南幌町高等学校等通学費補助に関する条例の一部を改正
　する条例制定について

◆南幌町高等学校等通学費補助に関する条例施行規則の
　一部を改正する規則制定について

◆南幌町立学校管理規則の一部を改正する規則制定について

◆南幌町小中一貫教育基本方針について

　報告及び提案し、承認されました。

第２回定例教育委員会　開催結果 ２月 16 日 (金)

　子どもにとって「家庭」は安らぎのある楽しい居場所であり、社会へ巣立っていくために欠か　子どもにとって「家庭」は安らぎのある楽しい居場所であり、社会へ巣立っていくために欠か

せない場所です。親の笑顔が子どもの笑顔をつくり、親子が共に学び、育ち合う「家庭教育」をせない場所です。親の笑顔が子どもの笑顔をつくり、親子が共に学び、育ち合う「家庭教育」を

地域全体で応援する…地域全体で応援する…

　そんなやさしい社会で子どもたちの「未来」を育んでいきましょう。　そんなやさしい社会で子どもたちの「未来」を育んでいきましょう。

家庭教育コラム家庭教育コラム　　　　家庭はすべての教育の出発点家庭はすべての教育の出発点

● 安らぎのある楽しい家庭をつくる● 安らぎのある楽しい家庭をつくる

〇 親の笑顔が子どもの笑顔をつくる〇 親の笑顔が子どもの笑顔をつくる

● 夫婦で共同して子育てをする● 夫婦で共同して子育てをする

〇 会話を増やし、家族の絆を深める〇 会話を増やし、家族の絆を深める

● ひとりで悩まず、前向きに子育てする● ひとりで悩まず、前向きに子育てする

〇 より良い社会をつくる努力を子どもに見せる〇 より良い社会をつくる努力を子どもに見せる

家庭づくり家庭づくり

▲ 子どもの生活リズムを見直す▲ 子どもの生活リズムを見直す

△ 早寝早起きの習慣をつけさせる△ 早寝早起きの習慣をつけさせる

▲ 朝食をしっかりとる▲ 朝食をしっかりとる

生活リズム生活リズム

◆ 子どもが愛されていると実感できるコミュニ ◆ 子どもが愛されていると実感できるコミュニ 

　ケーションをとる　ケーションをとる

◇ 子どもの身体や行動に現れるサインを見逃さない◇ 子どもの身体や行動に現れるサインを見逃さない

◆ 我が家の生活の約束事やルールをつくる◆ 我が家の生活の約束事やルールをつくる

◇◇ 子どもに我慢を覚えさせる 子どもに我慢を覚えさせる

◆ 間違った行いはしっかり叱る◆ 間違った行いはしっかり叱る

◇◇ 叱られる側の子どもの立場も考えてみる 叱られる側の子どもの立場も考えてみる

◆ 発達障害の可能性も考えてみる◆ 発達障害の可能性も考えてみる

◇◇ テレビやゲームに浸らせない テレビやゲームに浸らせない

しつけしつけ

▽ 子どもはのびのび遊ばせる▽ 子どもはのびのび遊ばせる

▼ 子どもの生活に時間とゆとりを与える▼ 子どもの生活に時間とゆとりを与える

▽ 子どもと一緒に楽しく身体を動かす▽ 子どもと一緒に楽しく身体を動かす

▼ 子どもは自然の中で遊ばせる▼ 子どもは自然の中で遊ばせる

▽ 地域の活動など年の違う集団に参加させる▽ 地域の活動など年の違う集団に参加させる

▼ 家庭内の年中行事や催事を大切にする▼ 家庭内の年中行事や催事を大切にする

遊　び遊　び

□ 家族で思いやる□ 家族で思いやる

■ 親が率先して祖父母を大切にする■ 親が率先して祖父母を大切にする

□ 親が率先して人助けをする□ 親が率先して人助けをする

■ 子どもに命の大切さを実感させる■ 子どもに命の大切さを実感させる

□ 親が本を読んで聞かせる□ 親が本を読んで聞かせる

■ 障害のある人も大切な仲間であると教える■ 障害のある人も大切な仲間であると教える

□ 差別をしない、偏見を持たない子に育てる□ 差別をしない、偏見を持たない子に育てる

思いやり思いやり

★ 肩の力を抜いて子育てをする★ 肩の力を抜いて子育てをする

☆ 子どもの夢や希望に耳を傾け、励ます☆ 子どもの夢や希望に耳を傾け、励ます

★ 過保護や過干渉はやめる★ 過保護や過干渉はやめる

☆ 他の子との比較にとらわれない☆ 他の子との比較にとらわれない

★ 良いところを見つけてほめる★ 良いところを見つけてほめる

☆ 偏った早期教育は考え直す☆ 偏った早期教育は考え直す

個性と夢個性と夢

一一般図書般図書
プ
チ
特
集
コ
ー
ナ
ー

児児童図書童図書
■春の本■春の本
春をテーマにした本。春をテーマにした本。

■ぶんぶんぶん■ぶんぶんぶん
３月８日はミツバチの日。
ハチやハチミツに関する本。

絵本週間
　アンデルセンの誕生日で「国際

子どもの本の日」である４月２日

の前後２週間です。

　たくさんの絵本を紹介いたします。

特特 集集 展展 示示

■クイズの本■クイズの本
クイズ・脳トレの本。クイズ・脳トレの本。

■思い出を残そう！■思い出を残そう！
３月19日はカメラ発明記念日。３月19日はカメラ発明記念日。
写真集や写真の撮り方の本。写真集や写真の撮り方の本。

開館時間：10 時～ 17 時　※火・金は 20 時　※月：休館日

返却：閉館時はブックポスト /夕張太ふれあい館でもできます。

本の検索・予約　https://opac-nanporo.lib-wa.net/web_opac/

本の検索・予約本の検索・予約

他にも多くの図書があります。他にも多くの図書があります。今月のオススメ図書今月のオススメ図書

東京都同情塔
九段 理江/著　　　【新潮社】
　寛容論が浸透したもう一つの日本で、新
しい刑務所が建てられることに。犯罪者に
寛容になれない建築家・牧名沙羅は、仕事
と信条の乖離に苦悩しながらパワフルに未
来を追求し…。

第170回 芥川賞 受賞作品

一
般

一
般 紫式部（コミック版日本の歴史88）

加来 耕三/企画・構成・監修
後藤 ひろみ/原作
瀧 玲子/作画　　　【徳間書店】
　平安時代に当時の女性は学ばなかった
漢籍に親しみ、和歌にも優れ、長編小説

「源氏物語」を書いた紫式部。その生涯
をコミックでわかりやすく描く。

児
童

児
童

いとしのソフトクリーム130
プロソフトクリーマー森川/著

【主婦と生活社】
　推しソフトや贅沢ソフトなど著者は5000
本以上のソフトクリームを食べ歩いた中か
ら、コンビニや道の駅、更には新鮮で上質
な牛乳ソフトが食べられる酪農王国北海道
など、全国各地のソフトクリーム130本を
厳選紹介。

一
般

一
般 動物園の24時間

ラン・クック/作
ステイシー・トーマス/絵
竹内　薫/訳・監修　　　【小学館】
　巨大ヘビも健康診断するの？コウモリ
のえさがバナナ⁉世界をリードする保
護・教育活動をおこなうイギリスのチェ
スター動物園を舞台に飼育員の１日をマ
ンガで体験しよう‼

児
童

児
童

現代用語の基礎知識2024
自由国民社/編集　　【自由国民社】
　政治・経済・世界情勢・科学・医療・情
報・社会などジャンル別に知っておきたい
現代用語を解説する。特集「歴史を今につ
なげ、つながり、つたえる」、2023年のキー
パーソン、ニュースのおさらいも掲載。

一
般

一
般 そらまめくんのこしょこしょこしょ

なかや みわ/作　【小学館】
　そらまめくんとおまめのなかまたち
が、ほっぺた、せなか、おなか、あしの
うらを、こしょこしょこしょ！思わず笑
顔になるこしょこしょ遊び。豊かなスキ
ンシップにつながります。

児
童

児
童

第 170 回　芥川賞・直木賞第 170 回　芥川賞・直木賞

迷彩色の男迷彩色の男　安堂 ホセ /著　【　安堂 ホセ /著　【河出書房新社河出書房新社】】

ＢｌｕｅＢｌｕｅ　川野 芽生 /著　【集英社】　川野 芽生 /著　【集英社】

猿の戴冠式猿の戴冠式　小砂川 チト /著　【講談社】　小砂川 チト /著　【講談社】

アイスネルワイゼンアイスネルワイゼン　　三木 三奈 /著三木 三奈 /著　【　【文藝春秋文藝春秋】】

芥川賞　候補作品芥川賞　候補作品

なれのはてなれのはて　加藤 シゲアキ /著　【講談社】　加藤 シゲアキ /著　【講談社】

襷がけの二人襷がけの二人　嶋津 輝 /著　【文藝春秋】　嶋津 輝 /著　【文藝春秋】

ラウリ・クースクを探して　ラウリ・クースクを探して　宮内 悠介 /著【朝日新聞出版】宮内 悠介 /著【朝日新聞出版】

まいまいつぶろまいまいつぶろ　村木 嵐 /著　【幻冬舎】　村木 嵐 /著　【幻冬舎】

直木賞　候補作品直木賞　候補作品

芥川賞　受賞作品芥川賞　受賞作品

東京都同情塔東京都同情塔　九段 理江 /著　【新潮社】　九段 理江 /著　【新潮社】

直木賞　受賞作品直木賞　受賞作品

ともぐいともぐい　河﨑 秋子 /著　【新潮社】　河﨑 秋子 /著　【新潮社】

八月の御所グラウンド八月の御所グラウンド　万城目 学 /著【文藝春秋】　万城目 学 /著【文藝春秋】

※いずれの作品も貸出しています。※いずれの作品も貸出しています。

日

所

＝
日
時

＝
場
所

講

内

＝
講
師

＝
内
容

定

＝
定
員

対

＝
対
象

￥

持

＝
費
用

＝
持
ち
物

申

他

＝
申
込
み

＝
そ
の
他

問

＝
お
問
合
わ
せ

　≪お問い合わせ≫

■生涯学習センターぽろろ　３７８－６６２０

■スポーツセンター　　　　３７８－３１９０
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役 役場　ぽ ぽろろ　ス スポーツセンター　プ 町民プール　改 改善センター　あ あいくる

ビ ビューロー　ふ 夕張太ふれあい館　球 町営球場　み みどり野幼稚園　小 南幌小学校

中 南幌中学校　養 南幌養護学校　支 子育て支援センター

各行事・講座等の詳細情報は、
町ＨＰでお知らせしています。なんぽろ情報カレンダー

日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT

ブックスタート□あ
9:00～10:30 ■問教育委員会

25

３

10

17

24

26

４

11

18

25

27

５

12

19

26

28

６

13

20

27

29

７

14

21

28

１

８

15

22

29

２

９

16

23

30

31

３月
2024 Mar

　

　

　

　

　

　

　

スポーツの日

 海の日

　

　

　

　

春分の日

　

文化の日

　

　

春分の日

　

　

　

　

天皇誕生日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

子育て支援センター
（南幌いちい保育園）

☎ 378～2734
【予約不要】

月曜日～金曜日
① 8 :30～11:30
②15:30～17:30

※カレンダー記載の
　活動については、
　10:00～11:30です

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

　

　

　

　

　

　

　

　

ふわふわランド□支
手形・足形をとろう

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド□支
手形・足形をとろう

ふわふわランド□支
手形・足形をとろう

冬のウォーキング教室□ス
10:30～11:30■問スポセン

冬のウォーキング教室□ス
10:30～11:30■問スポセン

冬のウォーキング教室□ス
10:30～11:30■問スポセン

◆３月の行政相談は祝日の為、お休みとなります。

◆弁護士による無料法律相談会　※要予約

日　時：22 日（金）13 時～ 16 時（１回 30 分程度）
場　所：あいくる
問合せ：南幌町社会福祉協議会
その他：長沼町…１日、由仁町…８日、栗山町…15 日・29 日

◆ひだまりサロン

７ 日（木） 13 時～ 15 時　ミニ脳トレ・からだケア健康体操
21 日（木） 10 時～ 12 時　軽スポーツ（モルック・ボッチャ）
参 加 料：100 円
問 合 せ：南幌町社会福祉協議会

◆健診・検診・予防接種 等

内　容 日　程 場　所

４・７・10ヵ月・1歳６ヵ
月・３歳児健診
2歳・2歳6カ月児歯科検診
４歳・５歳児健康相談
※対象者に個別通知あり

19日（火）
９時～11時30分

あいくる

各種予防接種
※前週木曜日までに要予約

毎週月・木曜日
15時～16時

町立病院

◆納期限…４月１日（月）
・国民健康保険税 10 期…住民課国保医療グループ

　 ～令和５年度税の標語コンクール受賞作品～
「税払う　公共施設の　活性化」　

　　　　　　　　　　古閑　智稀さん　（南小 5 年）

「税金は　みんなのための　お金だよ」　

　　　　　　　　　　林下　凌麻さん　（南小 5 年）

ふわふわランド□支
お絵描き遊び

高齢者いきいき健康マージャン□あ
13:00～16:00■問社協

高齢者いきいき健康マージャン□あ
13:00～16:00■問社協

高齢者いきいき健康マージャン□あ
13:00～16:00■問社協

高齢者いきいき健康マージャン□あ
13:00～16:00■問社協

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

チューブストレッチ□ス
14:00～14:45 ■問スポセン

チューブストレッチ□ス
14:00～14:45 ■問スポセン

◆お問い合わせ先
総務課　総務グループ ☎３７８～２１２１(代表)
総務課　財務グループ ☎３９８～７０１２
まちづくり課　企画情報グループ ☎３９８～７０１９
まちづくり課　地域振興グループ ☎３９８～７０２１
住民課　戸籍年金グループ ☎３９８～７０２２
住民課　国保医療グループ ☎３９８～７０３７
住民課　環境交通グループ ☎３９８～７０４７
税務課　課税グループ ☎３９８～７０７１
税務課　収納対策グループ ☎３９８～７１２０
産業振興課　農政グループ ☎３９８～７１５１
産業振興課　商工観光グループ ☎３９８～７２０１
都市整備課　土木グループ ☎３９８～７２１４
都市整備課　都市施設グループ ☎３９８～７２２６
出納室 ☎３９８～７２２８
議会事務局 ☎３９８～７２５０
農業委員会 ☎３９８～７２５８
教育委員会（ぽろろ内） ☎３７８～６６２０
スポーツセンター ☎３７８～３１９０
改善センター ☎３７８～２００１
保健福祉課（あいくる内） ☎３７８～５８８８
夕張太ふれあい館 ☎３７８～１８５５
ビューロー ☎３７８～７０１０
町立南幌病院 ☎３７８～２１１１
南幌町社会福祉協議会（あいくる内） ☎３７８～２０８８
南空知消防組合南幌支署 ☎３７８～２６１９
長幌上水道企業団 ☎０１２３～８２～５７００

役
　
場

ソフトエアロ&ストレッチ□ス
10:00～11:10■問スポセン

エアロ&ストレッチ□ス
19:20～20:30■問スポセン

エアロ&ストレッチ□ス
19:20～20:30■問スポセン

エアロ&ストレッチ□ス
19:20～20:30■問スポセン

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド□支
親子で作ろう紙コップロケット作り！

赤ちゃんサロン□支
おしゃべりタイム

赤ちゃんサロン□支
手形・足形をとろう

赤ちゃんサロン□支
※卒園式のため午前休み

赤ちゃんサロン□支
運動遊び

こころの健康相談□あ
10:00～11:00■問保健福祉課

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

ひだまりサロン□あ
13:00～15:00■問社協

快足シャキッと倶楽部□ふ
10:30～11:30■問保健福祉課

快足シャキッと倶楽部□ふ
10:30～11:30■問保健福祉課

芸能発表会・芸術鑑賞会□改
9:30～16:30■問教育委員会

定例教育委員会□ぽ
15:30～16:30■問教育委員会

ふわふわランド□支
春の壁面飾り作り

ふわふわランド□支
手形・足形をとろう

ふわふわランド□支
ボール遊び

ふわふわランド□支
マグネット遊び

第１回議会定例会□役
 9:30～■問議会事務局

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

無料法律相談会□あ
13:00～16:00■問社協

冬のウォーキング教室□ス
10:30～11:30■問スポセン

冬のウォーキング教室□ス
10:30～11:30■問スポセン

冬のウォーキング教室□ス
10:30～11:30■問スポセン

小学校卒業式　□小

中学校卒業式　□中

養護学校卒業式　□養
小中学部

養護学校卒業式　□養
高等部

ソフトエアロ&ストレッチ□ス
10:00～11:10■問スポセン

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

ひだまりサロン□あ
10:00～12:00■問社協

快足シャキッと倶楽部□ふ
10:30～11:30■問保健福祉課

快足シャキッと倶楽部□ふ
10:30～11:30■問保健福祉課

ヨガ&ストレッチ□ス
14:00～14:45■問スポセン

ソフトエアロ＆ストレッチ□ス
10:00～11:10■問スポセン

ふわふわランド□支
親子で作ろう紙コップロケット作り！

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

第１回議会定例会

14日（木）まで

移動献血車「ひまわり号」来町
　　　　　■問保健福祉課

詳細は11ｐをご覧ください

ふまねっと運動□あ
10:00～11:30■問社協

ふまねっと運動□あ
10:00～11:30■問社協

介護者サロン□あ
13:00～14:30■問保健福祉課
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南幌町ホームページ　　　https://www.town.nanporo.hokkaido.jp

南幌町 Facebook ページ　 https://www.facebook.com/nanporotown

南幌町Ｅメールアドレス　nanporo@town.nanporo.hokkaido.jp

発行　南幌町 /編集　まちづくり課企画情報Ｇ /印刷　（株）総北海

〒 069-0292　空知郡南幌町栄町３丁目２番１号　☎ 011-378-2121広報なんぽろ
令和６年３月号
（通巻 736 号）
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